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【目的】　 a・ − HyCtr　oxy − 4 − met 　llyl宜hiobutyr｝cacidl　HM 蹠 ｝は 生 体内で 代謝 され L一メチ

オ ニ ン に 変換 される こ とか ら家畜の 飼料添加剤 と して 注 臼されて い る 。 し． か しな が ら 、

網 当するニ トリル の強酸を用 いた 加水分解法 は 、廃液の 中和処理 による多量の塩 の 生 成

が 難点 で あ る 。 我 々 は ニ トリラ ーゼ に よ る α
一hydroxy− 4 − m 麟 yithiobutyronitrile

（HMBN ）の HMBA へ の変換 を検 討 した 。

【方法 およ び結果 】土壌 よ り分離 した B2牛 1 が HMBN に 対する強 い ニ トリラーゼ活 性

を示 した 。 B24 − 1 を栄養培地 に イ ソバ レ圏 ニ トリル を添加 した培地で 28℃ で 48 時 間

培養 し、高 活性菌を調 製 した 。 活性菌を触媒 的に用 い て 鬥MB 卜響が反応系 に 20mM を 越

えない よ うに経時的に フ ィ
ーディ ング して ，、

剛 BA の生産蓄積を検幇 した と ころ ，、高 い

転換率で 315rruM（45 酬 ⇒ の HMBA の 蓄積が 認 め られた 。 本反応生成物 を単離 して ，、

機器分析 によ ej　 HMB への 生成を確認 した 、
　 B24 − 1es 　R．　rhodochr 　ou ．と同 定され 、本 ニ

トリラ
ーゼ の 特性を検討 した 。
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913 ケ トキ シム の ケ トン へ の微生物変換
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譌 的勇ケ トキ シムは酸触媒を鰯 い る Beckmann 転位反 応によ っ て ア ミ ドに変換 される 。

こ れまで 、 微生物に よ るケ トキシ ム の 変換活性 に 関する報 告 はな く 、Beckmam 転位 反

応を 触媒する微生物 の 検索を 囲的と し、4 一ア ミ ノア セ トフ x ノ ン オキシ ム および 3 一ア

セチ ル ピ リジ ンオキシム 分解微生物を土壌 よ り分 離 した

【方法 ・結 果】ケ トキシム は 酸性条件 下で 非酵素 的に分解 され る ため、培 地の pH 低 下

を抑制するた め に O ．5 ％ 〔wlv ）炭酸 ナ トリウムを培地 に添加 して 集積培養を行 っ た 。 ケ

トキ シムの 高い分 解能を有する細菌を 分離 し。 ew？odoceccus 　erythr 　opofi ε と同定 した 。

こ れ らの菌株 によ る B欝 kmam 転位反応活性を 検討 したが 、 転位反跡 は認 め られずケ ト

キシム のケ トン へ の 分 解活 睦が見 られ た 。 すなわ ち．4 一
ア ミ ノアセ トフ x ノ ンオキ シム 、

3一
ア セチ ル ピリジ ンオ キ シム か らの 変換 生 成 物を単離

・同定 した 結果、それ ぞれ 4 一
ア

ミ ノ ア セ トフ ェ ノ ン 、3 一
アセ チル ピリジ ンで あ っ た 。 ぶ反 応は 休此菌体 によ っ て も進行

した 。 培養条件 を検討 した結果 ， ケ トキシ ム 分解活性は培地 へ の ケ トキシム とモ リブデ

ン酸ナ トリウム の 添加 に よ っ て 顕著 に誘導 され る こ とが 判 明 した。
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